
消火栓設置工事

施工箇所(磯部町穴川)-3箇所

施工箇所(阿児町国府)

施工箇所(阿児町甲賀)

令和２年度



H

阿児町国府地内

H

消火栓設置工

阿児町甲賀地内

H

消火栓設置工

光
ケ
ー
ブ
ル
(KDDI)

うえむら整形外科

平 面 図
S=1:500

横 断 図
S=1:100

管 割 図
S=Non

平 面 図
S=1:500

横 断 図
S=1:100

管 割 図
S=Non

平 面 図
S=1:500

横 断 図
S=1:100

管 割 図
S=Non

*各埋設管の位置及び深さは想定値であるため、試掘にて確認すること。
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*各埋設管の位置及び深さは想定値であるため、試掘にて確認すること。
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注：標準図の組合せは標準であり、設置する仕切弁のボルトナットが見えるように調整リング等で調整すること。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。

消火栓蓋はカラー塗装とする。
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（配管詳細図にて記載）
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区画線(消火栓周)

駐 車

禁 止

消火栓

消火栓周りに区画線(W15cm:黄)を布設すること。


